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延享二年のとりきめ漁場図
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スケト・タラ延縄図　（金井町明治記念堂所蔵のものを模写）
説明：姫津でのスケト・タラの延縄漁法を描いたもので、漁
　　具や海中での魚のようすまでが詳細に描かれている。
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定置網の設置（昭和初期）
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舟釘を作る
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　　　　　　　盤
③舟釘を打った跡に埋木をする。 ①組合せる板と板をスリアワセノ
　コを使ってすりあわせる。
④タナ板をとりっける角度に合せ
　てけずる。
㌶’
縷影
・宏懸
口娑’
ダ
②板と板の継合せには舟釘を使
　う。舟釘を打っ穴を力タッバノ
　ミであける。
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　　　　　　　　　　　ト雇蕊1二．．．…．／
⑦シキとタナをすりあわせる。すりあわせ
　　には、スリ矢を打ち込んで使う。
一｝一一i．：1．
⑨シキとタナを舟釘でとめるための穴をツ
　バノミを使ってあける。
⑤シキをのせる。上からッヅで固定する。
＼ト
，．“
．s＼
…．刀Cov
　、目』t’
k：G，イ・
⑥タナ板のとりつけ角度をはかる。
⑧シキの位置をバカ板を使ってタナに記す。
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⑫切り込みにブタをする。
蘂肇
⑬「しめくさび」で固定する。
　　⑭カジトコの下をヒキマワシで切って整える
11g　海とくらし
⑩ミヨシの部分に板を6枚打ちっける
⑪フナバリは「マサカイ」という方法ではめこむ。
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（7）ヨリ・をかけ乾した麻糸を　　（4）ヘソの麻をヨリかけに
　　ッムに巻く　　　　　　　　あわせてのばす
（D麻の織維2～3本そろえる
→
糸
を
つ
く
る
（B）2本の糸を1本にあわせ．（5）ヶエドシでッムを回して
　　る。「中入り」がヨレぐあ　　　ヨリをかける
　　いを見ながらヨリを進める。
（2）麻と麻をヨリをかけて紡ぐ
．〆（
（9）さらに1本つつヨリをか
　　けながら2本の糸をあわ
　　せて完成する。
（6）ヨリをかけたものをツム　（3）紡いだ麻を巻いて「ヘソ」
　　に巻きとる　　　　　　　　　を作る
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煮干イワシの製造（昭和初期）
った湊るにの八でとに゜関佐）あい二そ連渡年
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業し　記魚rて～のてこ述を夷納寛鎮人商のが干町め永目た品頃あ物小る四市ち化にるに物こ・左をさは゜加成と一衛四れも　工納に六門十てう　し方な二が物いす　てのつ七奉師たで　税覚た）行と゜に　と』°にのよここ　しに寛な時びのれ　て’文る代’四ら　奉江一と（文十の　行戸○’元政物干　所時（現和一を物　へ代一物四一製が　納の六を・（造四　め初七銀一一す十　て期○に六八る物　いか）換一二職と　たらのえ七
スルメの製造・串乾（姫津）
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魚粕の製造（昭和初期）
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力タセの乾燥（昭和初期）
網おこし（昭和30年頃）
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サザエの加工（昭和初期）
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